
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
三
号

一
九
九
九
年
三
月

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
架
蔵
拓
本
目
録

(続
)

解
説

佐

藤

信

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
が
架
蔵
し
て
い
る
金
石
文
そ
の
他
の
拓
本
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
本
誌

『東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
の
創
刊
号
に

「東
京

大
学
日
本
史
学
研
究
室
架
蔵
拓
本
目
録
」
を
報
告
し
た
際
に
、
そ
の
全
体
像
を
解

説
し
た

(本
誌
第
二
号
に
も

「東
京
大
学

日
本
史
学
研
究
室
架
蔵
拓
本
目
録
索

引
」
を
報
告
し
た
の
で
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
)。
そ
こ
で
述
べ
た
よ
う

に
、
研

究
室
架
蔵
拓
本
は
、
黒
板
勝
美
氏
が
中
心
と
な

っ
て
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に

か
け
て
採
拓

・
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
年
間
前
後
の
原
拓
で
あ
る
こ
と
、

近
代
的
日
本
史
学
形
成
期
に
お
け
る
金
石
文

・
歴
史
資
料
認
識
を
物
語
る
資
料
で

あ
る
こ
と
と
い
っ
た
点
に
特
徴
と
重
要
性

が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
架
蔵
拓
本
の
全
体
は
、
①
す

で
に
軸
装
さ
れ
て
研
究
室
図
書
ラ
ベ

ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
拓
本
群
、
②
未
装
慎

・
未
整
理
の
ま
ま
木
箱
に
詰
め
ら
れ

て
い
る
拓
本
群
、
③
大
型
冊
子
に
貼

っ
て
綴

じ
ら
れ
た
拓
本
群

(鏡

・
瓦
な
ど
)

の
三
種
か
ら
成

っ
て
い
る
。
創
刊
号
の
目
録

で
対
象
と
し
た
の
は
、
こ
の
う
ち
中

心
と
な
る
①
で
あ

っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
後

の
調
査

・
整
理
の
成
果
と
し
て
、
②

の
木
箱
に
保
存
さ
れ
て
き
た
拓
本
群
の
目
録
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

木
箱
は
、
短
辺
三
〇
糎

・
長
辺
四
二
糎

・
高
さ
二
二
糎
の
大
き
さ
で
、
金
属
製

の
錠
と
把
手
が
付
い
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
巻
か
れ
た
り
折
り
畳
ま
れ
た
り

し
た
状
態
で
拓
本
群
が
ぎ

つ
し
り
と
収
め
ら
れ
て
い
た
。
数
通
を

一
括
す
る
包
紙

に
鉛
筆
書
き
で

「
ワ
カ
ラ
ヌ
モ
ノ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
り
、
同
じ
く
紙
背
に

「
ツ

マ
ラ
ヌ
」
と
記
す
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
拓
本
群
の
中
か
ら
掛
幅
装
に
装
煩
す

る
も
の
を
選
ん
だ
際
に
、
性
格
未
詳
な
ど

の
理
由
か
ら
除
外
さ
れ
て
集
め
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
雑
多
な
未
詳
資
料
群
と

い
え
る
が
、

中
に
は
今
日
の
研
究
に
と

っ
て
重
要
な
資
料
と
思
わ
れ
る
も
の
も
ふ
く
ま
れ
、
日

本
史
学
研
究
室
架
蔵
拓
本

の
全
体
を
知
る
上
で
も
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
歴

史
資
料
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
拓
本
群

の
現
状
記
録
に
配
慮
し
つ
つ
整
理
を
行

い
、
新
し

く
番
号
を
付
し
て
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
調
書
を
作
成
し
た
。
か
つ
て
先
学
に
よ

っ
て

「
ワ
カ
ラ
ヌ
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
今
日
で
も
そ
の
所
在
や
性
格
が
な
お
明
確
で

な

い
も
の
も
多

い
が

(私
ど
も
の
能
力
に
も
応
じ
て
い
る
)、
こ
の
報
告
を
機
に

大
方
の
ご
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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架
蔵
拓
本
目
録

[
二
〇

一
】

[外
題
]

〔伊
豆
加
茂
郡
吉
佐
美
八
幡
頼
政
勧
請
鰐
口
〕

一
〇
四
-

一

[員
数

]

一
通

[時
代
]

院
政
期

ヵ

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
五

・
五
糎
/
横
二

一

・
一
糎

[銘
文

の
性
格
]

鰐

口

[書
出
]

(神
獣

〔龍
〕
文
様
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵

]

[備

考
]

【二
〇
二
】

[外
題
]

〔
博
多

町
割

間
杖

〕

一
〇
四
-

二

[員
数
]

一
通

二
枚

[時
代
]

桃
山
時
代

(天
正
十
五
年

一
五
八
七
)

[拓
本

の
法
量
]

A
縦

四

九

・
○
～
四

九

・
五

糎
/
横

一
〇

・
二
～

一
二
・
○

糎

B
縦

四
八

・
八
糎
/
一
二
・
七

～
一
三

・
七
糎

[銘
文

の
性
格
]

間
杖
銘

[書
出
]

A

「嵜
天
正
十
五
年
丁
亥
林
鐘
中
旬
四
月
壬
申
除

博
多
津
」

[書
止
]

B

「多
津
町
割
吉
辰

宗
湛
」

[奥
書
]

な
し

[年
紀

]

天
正
十

五
年

六
月
十

四
日

[所
蔵

]

豊

国
神
社

(福
岡
市
奈
良
屋
町

現
福
岡
市
櫛

田
神
社
)

[備
考

]

豊
臣
秀

吉
に
よ
る
博
多
再
興
時

の
町
割
使
用

【
二
〇
三
】

[外

題
]

〔某
拓
本
〕

一
〇
四
-

三

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

四

一
・
二
糎
/
横

五

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

(供
養
銘
か
)

[書
出
]

特
為
口
等
天
長
以
願
先
考
口
生
浄
土
弟
子
無
諸
[

]

終
生
浄
土
法
界
口
口

共
悩
無
生
口

[書
止

]

[奥
書

]

[年
紀

]
な
し

[所
蔵

]

[備
考
]

【二
〇
四
】

[外
題
]

〔某
拓
本
〕

一
〇

四
-

四

[員
数
]

二
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

A
縦

二
九

・
六
糎

/
横

三
六

・
八
糎

B
縦

一
五

・
七
糎
/
横

三
五

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

(文
様
)

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]
な
し

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
〇
五
】

[外
題
]

〔博
多
櫛

田
神
社
蔵
金
銀
貨
幣
拓
本
〕

一
〇
四
-
五

[員
数

]

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(C
享
保

二
年

[
一
七

一
七
]
)

[拓
本

の
法
量

]

縦

三
六

・
四
糎

/
横

二
四

・
八
糎

[銘
文

の
性
格
]
貨
幣
銘

つ隻ρ



[書
出
]

A

[博
多

政
所
」

B

「吉
衛
門
」

C

口

禄
二
中
山
与
左
衛
口

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

C
享
保
二
年

(
一
七

一
七
)

[所
蔵
]

櫛
田
神
社

(福
岡
市
)

[備
考
]

(右
下
)
「博
多

/
櫛
田
神
社
蔵
」

【
二
〇
六
】

[外
題
]

〔劉
洛
眞
兄
弟
造
像
記
〕

一
〇
四
-
六

[員
数
]

一
通

[時
代
]

北
魏
時
代

(延
昌
元
年

五

一
二
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
五

・
四
糎
/
横

四

一

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

造
像
銘

[書
出
]

延
昌

元
年
歳

次
壬

辰
」
十

一
月

丁
亥

朔

四
日
清

信
」
士
弟

子
劉

洛
真

兄

弟
」
為
亡

父
母
敬
造
弥

勒
」
像

二
優

使
亡

父
母
託
生
」
紫

微
安
楽

之
処
圓

願
」
七
世

父
母
師
僧
春

属
」
見
在

居
門
老

者
延
年
」
少
者

孟
算
便

法
解
」

相
生

一
時
誠
佛
所
」
期
如
是
」

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

延
昌
元
年

(五

一
二
)
十

一
月
四
日

[所
蔵
]

龍
門
石
窟
大
佛
洞

(中
国
河
南
省
洛
陽
)

[備
考
]

【
二
〇
七
】

[外
題
]

〔櫛
田
神
社
蔵
剣
〕

一
〇
四
-
七

[員
数
]

一
枚

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
六

・
○
糎
/
横

四
九

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

剣
文
様

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

「年
紀
」

な
し

[所
蔵
]

福
岡
市

櫛
田
神
社

[備
考
]

(右
下
)
「
櫛
田
神
社
蔵
」

【
二
〇

八
】

[外
題
]

〔櫛
田
神
社
蔵
鰐
ロ
拓
本
〕

一
〇
四
-

八

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
七

・
七
糎
/
横

三
九

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

鰐
口
文
様

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

[備
考
]

(右
下
)
「
右

ワ
ニ
ロ

一
口
櫛

田

(俗
島
森

と

い
ふ
)
稲
荷
社

に
存
す
る
所

也
」

【
二
〇
九
】

[外
題
]

〔総
見
寺
国
宝
鰐
並
び
に
安
土
村
字
西
法
寺

出
土
貨
幣

拓
本
〕

一
〇
四
-
九

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
七

・
二
糎
/
横

三
七

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

鍔
文
様

・
貨
幣
銘

[書
出
]

(鍔
文
様

11
永
楽
通
宝
文
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

滋
賀
県
安
土
町

[備
考
]

「総
見
寺
国
宝
」
「
安
土
村
字
西
法
寺
出
土
」
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【
二

一

○
】

[外
題
]

〔日
光
輪
王
寺
蔵
法
華
経
版
木
〕

一
〇
四
ー

一
〇

[員
数
]

一
通

[時
代
]

室
町
時
代

(明
応
五
年

一
四
九
六
)

[拓
本
の
法
量
]

縦

二
七

・
二
糎
/
横

三
九

・
○
糎

[銘
文
の
性
格
]

版
木

[書
出
]

口
口
口
口
口
口
若
見
堅
持
口
経
典
者
當
口
口

迎
當
如
敬
佛
説
是
普
賢
勧
発
品
特
恒
河
沙
等

[書
止
]

天
龍
人
非
人
等

一
切
大
會
皆
歓
喜
受
持
佛

語
作
礼
而
去

妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
」

[奥
書
]

右
此
本
経
者
傳
教
大
師
御
筆
以
令
開
板
之

願
主
御
留
守
惣
政
所

坐
禅
院
権
大
僧
都
昌
源

明
応
五
年

〔丙
辰
〕
六
月

日

[年
紀
]

明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
六
月

[所
蔵
]

栃
木
県
日
光
市

日
光
輪
王
寺

[備
考
]

袖
に

「日
光
輪
王
寺
蔵

法
華
経
版
木
」

【
二

一
一
】

[外
題
]

〔高
麗
国
大
覚
大
和
尚
墓
誌
〕一

〇
四
-

一
一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

高
麗

(北
宋
)
時
代

(建
中
靖
国
元
年

一
一
〇

一
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

四
七

・
○
糎
/
横

六
七

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

墓
誌
銘

[書
出
]

高
麗
国
大
聖

日
興
王
寺
故
国
師

詔
詮
大
覚
大
和
尚
墓
誌
銘
井
序

[書
止
]

智
足

以
発
大
誠
而
銘
之
以
此
足
以
流
其
光
明

[奥
書

]

口
徳
郎

秘
書
郎
賜
緋
臣
高
世
儒
奉

宣
書

口
歳

〔
大
宋
建
中
靖
国

元
年

/
大
遼
絹
統
元
年
〕
十

一
月

四
日
刻

[年
紀

]

建
中
靖

国
元
年

(
一
一
〇

一
)

十

一
月
四
日

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
一二
】

[外
題
」

[廣
隆
寺
塘
」

一
〇
匹
-

一
二

[員
麹
」

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
九

・
九
糎
/
横

三

五

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

博
刻
文
様

[書
出

]

[書
止

]

[奥
書

]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

京
都
市

広
隆
寺

か

[備
考
]

【
二
一
三

】

[外
題
]

〔金

蓮
寺

因
島
村

上
氏
墓

地
月
山
浄
円
法
名
碑

〕

一
〇
四
-

一
三

a

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二

二

・
○
糎
/
横

二
四

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
碑
銘

[書
出
]

月
山
浄
圓

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵

]

[備
考

]

一
〇
四
ー

一
三
b
と
同
拓
本

奥

に
付
箋

二
枚
①

「金
蓮
寺
境
内
因
島
村
上
氏
墓
地

東
雲
院
慶
禮
部
月

山
浄
圓
大
居
士
」

②

「
『月

山
浄
圓
』

ノ
外
梵
字

一
字

ア
リ
」

232



【
二

一
四
】

[外
題
]

〔金
蓮
寺
因
島
村
上
氏
墓
地
月
山
浄
円
法
名
碑
〕

一
〇
四
ー

一
三
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
二

・
○
糎
/
横

二
四

・
○
糎

[銘
文

の
性
格

]

石
碑
銘

[書
出
]

(
二
一
三

号

に
同
じ
)

[書
止
]

[奥
書

]

[年
紀

]

な
し

[
所
蔵
]

[備
考
]【

二
一

五
】

[外
題
]

〔高
麗
版

一
切
経
刷
本
〕

一
〇
四
-

一
四

[員
数
]

一
通

[時
代
]

高
麗
時
代

高
宗
二
十
三
～
三
十
八
年

(
一
二
三
六
～
五
一
）

[拓
本
の
法
量
]

縦

二
七

・
七
糎
/
横

五
九

・
八
糎

[銘
文
の
性
格
]

高
麗
版

一
切
経

[書
出
]

已
能
分
別
空
無
我

是
故
不
妾
取
業
報

無
有
色
法
及
無
色

亦
無
有
想
無
無
想

亦
無
有
法
及
無
法

一
切
諸
法
無
所
有

[書
止
]

了
達
業
性
非
是
業

亦
復
不
壊
諸
業
性

又
亦
不
壊
業
果
報

宣
揚
讃
歎
縁
起
法

衆
生
所
生
無
有
生

亦
無
流
輔
生
死
中

[奥
書
]

[年
紀
]

[所
蔵
]

韓
国

海
印
寺

[備
考
]

(右
墨
書
)

「高
麗
版

一
切
経
刷
本

大
正
四
年
海
印
寺
よ
り

版
木
将
来
昨
年
夏

返

却

之

節

(花

押

)
」

(黒
板
勝
美
)

【
二

一
六
】

[外
題
］

[僧
歴
名
］

一
〇
匹
-
一
五
［
員
数
］

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

七
三

・
○
糎
/
横

二
六

・
四
糎

[銘
文

の
性
格

]

[書

出
]

(梵
字
)

(梵

字
)

僧
内
澄

(梵
字
)

僧
光

正

[書
止
]

(梵
字
)

僧
去

甚

(梵
字
)

(梵
字
)

僧
廣
徳

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二

一
七
】

[外

題
」

〔額

力
〕

一
〇
四
-
一
六

「員
数

」

一
通

[
時
代
]

未

詳

[拓
本

の
法

量
]

縦

六
〇

・
○
糎

/
横

二
六

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

額
力

[
八
力
]

[書
出
]

口
大
龍

王

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

虫
損
あ
り
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【
二

一
八
】

[外
題
]

〔至
聖
先
師
像
〕

一
〇
四
-

一
七

[員
数
]

一
通

[時
代
]

清
時
代

(道
光
年
間
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
二

一
・
八
糎
/
横

六
六

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

先
師
画
像

[書
出
]

道
光
辛
巳
仕
口
口

時
口
蔵
甲
申
泰
案
敬
口
代
頂
後
守
蜀
復
撫
立
門
中
郡

学
戊
申

[書
止
]

奉
拓
本
渡
台
口
口
生

祖
敬
謹

重
鏑
口
海
外
人
口
謄
仰
之
江
南

通
州
徐
宗

幹
謹
記

[奥

書
]

[年
紀
]

道
光
辛
巳

(
一
八

二

一
)
・
甲
申

(
一
八
二
四
)
・
戊
申

(
一
八
四
八
)

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二

一
九
】

[外
題
]

〔
雑
子
塚
句
碑
銘

(芭
蕉
塚
)
〕

一
〇
四
-

一
八
-

一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(安
永
四
年

一
七
七
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
三

・
四
糎

/
横

六
四

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

句

碑

[書

出
]

は
せ
を
翁

父
母

の
し
き
り
に

ご
ひ
し
雑
子

の
声

[書
止
]

[奥

書
]

[年

紀
]

安
永
四
年

(
一
七
七
五
)

[所

蔵
]

和
歌
山
県

(高
野
山
)

[備
考
]

【二
二
〇
】

[外
題
]

雑
子
塚
之
銘

(芭
蕉
塚

)

一
〇
四
ー

一
八
-

二

[
員
数
」

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(安
永
四
年

一
七
七
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
三

・
七
糎
/
横

六
三

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

句
碑

[書
出
]

雑
子
塚
之
銘
」

保
路
く

と
暗
は
山
田
の
維
子
の
こ
ゑ
父
子
に
や
あ
ら
む

母

に
や
と
お
も
ひ
志
た

へ
る

い
に
し

へ
濃
良
弁

の
か
乃

[書
止
]

こ
の
国
に
此
道
し
と

い
ふ
折
風
て
ふ
人

の
ま
こ
と
を

書

て
留
る

右

東
武

雪
中
庵
幕
太

[奥
書
]

[年
紀
]

安
永
四
乙
未
年

(
一
七
七
五
)
十
月
十
二
日

[所
蔵
]

和
歌
山
県

(高
野
山
)

[備
考
]

【
二
二
一
】

[外
題
]

〔龍
蓋
寺

額
〕

一
〇
四
-

一
九

[員
数
]

一
通

(三
紙
)

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

(
二
七

・
五

+
二
七

・
五

+

一
三

・
五
)
糎
/
横

(三
九

・

○

×
三
)
糎

[銘
文

の
性
格
]

寺
額

[書
出
]

龍
蓋
寺

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

[所
蔵
]

岡
寺

(奈
良

県
高
市

郡
明
日
香
村

)

[備
考
]

三
紙
め
に

「
和
州

岡
寺
古

額

弘
法

大
師
筆
」

と
あ
り
。

【
二
二
二
】

[外
題
]

大
和
当
麻
寺
金

堂
須

弥
壇

一
〇
四
-

二
〇

[員
数
]

一
通

[時
代
]

奈
良
時
代
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[拓
本

の
法
量
」

縦

一
一
.
一
糎
/
横

六
ハ

.
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

須
弥
壇
文
様

(浮
彫
)

[書
出
]

(須
弥
壇
唐
草
文
浮
彫
文
様
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な

し

[所
蔵
]

当
麻
寺

(奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
町
)

[備
考
]

【二
二
三
】

[外
題
]

〔高
句
麗
城
壁

石
刻
〕

一
〇
四
-

二

一

[員
数
]

一
通

[時
代

]

高
句
麗
時
代

(丙
戌
年

五
六
六
)

[拓
本

の
法

量
]

縦

三
三

・
○
糎

/
横

六
七

・
五
糎

[
銘
文

の
性

格
]

城
壁

石
刻

[書

出
]

丙
戌
田
」
二
月
中
」
漢

城
下
」
後

ア
小
」

國
文
達
」

[書
止
]

團
自
囲
」
西
囮
圃
」
囲
之
」

[奥
書
]

[年
紀
]

丙
戌
年

(五
六
六
年

平
原
王
八
年
)

[所
蔵
]

朝
鮮
半
島
平
安
南
道

[備
考
]

一
九

二
ご
年
、
当
時

の
平
壌
府
鏡
済
里
大
同
江
畔
城
壁

中
よ
り
出
土

【
二
二
四
】

[外
題
]

〔仁
和
寺
佛
説
阿
弥
陀
経

三
枚

ノ
中

一
〕

一
〇
四
-

二
二

[
員
数

]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

三

四

・
二
糎

/
横

三
三

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

[書
出
]

佛
説

如
是
我
聞
口
時
佛
在
口
口
国

口
樹
給
口
独
国

奥
大
比
丘
衆
千

二
百

五
十
人
倶
皆
是
大

阿
羅

漢
衆
所
知
識
長
老
舎
利
弗
摩
詞
月
権
連
摩
詞

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

仁
和
寺

(京
都
市
)

[備
考
]

【二
二
五
】

[
外
題
]

〔談
山
神
社
多
武
峯
町
石

裏
面
〕

一
〇
四
-

二
三

[員
数
]

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(承
応

三
年

一
六
五
四
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一二
二・
四
糎

/
横

五
八

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

町
石

[書
出
]

惟
夫
春
理
略
七
刹
之
位
階
造
立
五
十

二
町
石
倫
婆

借
阿
宝

一
刀

一
切
石
積

生

死
炬
閾
浮
胡
道
積
亜
也
同
之
三
世
之
諸
佛
所

妙
法
輪
之
道
場

和
光
感
慮

之
嘉
緒
也

[書
止
]

夫
尻
通
入
斯
道
詣

者
天
真
合
揚
誠
心
蒙

誠
之
闘
衆
金
絹

寂
光

浄
刹
也

圓
月
堂
不
儲
鳥
合

自
利
刹
他
功
徳
圓

祈
所

〔
石
也
〕

[奥
書
]

[年
紀
]

(表
面

に

「
承
応
三
年
十
月
十
六
日
」
)

[所
蔵
]

談
山
神
社

(奈
良
県
桜
井
市
)

[備

考
]

ほ
と

ん
ど
読

め
ず

。
奥

に

「
大
和

談

山
神
社

/
町
石

(裏
)
/

(大
正

)

十

三

・
十

一
・
一

(花
押
)
」
と
あ
り
。

【
二
二
六
】

[外

題
]

〔下
野
国
分
寺
跡
文
字
瓦
〕

一
〇
四
-

二
四
-

一
～
一
一

[員
数
]

一

一
通

[
時
代
]

奈
良
時
代

[拓
本

の
法

量
]

縦

二
二
八

・
一
糎

/
横

六
八

・
五
糎

[銘
文

の
性

格
]

文
字
瓦

・
瓦
当
文
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A

「
国
分
寺
」

(隅
平
瓦
)

B

「
都
可
」

(平

瓦
)

C

「
国
分
」

(丸

瓦
)

D
～
H

(軒
丸

瓦
瓦
当

分
)

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書

]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

[備
考
]

下
野
国
都
賀
郡
国
分
村

瑠
璃
光

山
国
分
蜜
寺
摺

仏

付

属

一
〇
四
-

二
四
-

一
～
一
一

ま

で
同
じ
拓
本

【二
二
七
】

[外
題
」

〔板
木
〕

一
〇
四
-

二
五

a

[員
数
」

一
通

[時
代
]

鎌
倉

時
代

(元
享
四
年
一
三

二
四
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
六

・
○
糎
/
横

四
九

・
○

(の
半

分
)
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木
奥
書

[書
出
]

元
享
四
年
六
月
三
日

[書
止
]

功
徳
持
如
是

所
行
不
可
量

非
有
亦
非
無

非
界
非
非
界

非
有
亦
非
無

非
量
非
無
量

(左
文
字

)

[奥
書
]

[年
紀
]

元
享
四
年

(
一
三
二
四
)
六
月
三
日

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
二
八
】

[外
題
]

〔板
木
〕

一
〇
四
-

二
五
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

南
北
朝
時
代

(建
武
元
年
一
三
三

四
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
六

・
○
糎
/
横

四
九

・
○

(
の
半

分
)
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木
奥
書

[書
出
]

建
武
元
年

十
二
月
十

一
日

[書
止
]

後
分
下

[奥
書
]

[年
紀
]

建
武
元
年

(
一
三
三
四
)
十
二
月
十

一
日

[所
蔵
]

[備
考
]

二
二
七

の
左
半

分

の
裏

に
あ
り

【二
二
九
】

[外
題
」

法
華
義
疏
版
木

一
〇
四
-
二
六

[員
数
」

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(宝
治
元
年

一
二
四
七
)

[拓
本
の
法
量
]

縦

三
三

・
五
糎
/
横

五
五
糎

[銘
文
の
性
格
]

版
木
拓
本

[書
出
]

上
宮
太
子
御
草
本
在
法
隆
寺

校
彼
本
彫
此
樽
畢
」

宝
治
元
年

〔丁
未
〕
十
月
日

[書
止
]

普
賢
勧
発
品
第
廿
七

此
品
朋
普
賢
菩
薩
勧
発
自
行
流
通
故
仮
為
品
目
也
大
眼
第

三
流
通
説
中
初
開
為
二
第
一
朋
他
分
流
通
第
二
朋
自
分
流
通
令

他
分
流
通
巳
寛
此
是
第
二
明

[奥
書
]

[年
紀
]

宝
治
元
年

(
一
二四
七
)
十
月
日

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
三

〇
】

[外
題
]

正
宗
寺
開
山
堂
正
法
院
額

一
〇
四
-

二
七

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

五
八

・
八
糎
/
横

一
三
三

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

寺
額
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[書
出
」
「

正
注
院
」

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な

し

[所
蔵
]

[備
考

]

(右

下
)
「増
井
正
宗
寺
」

(朱
書

)

【二
三
一
】

[外
題
]

〔鎌
倉
長
谷
寺
鐘
銘
〕

一
〇
四
-
二
八

[員
数
]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(文
永
元
年

一
二
六
四
)

[拓
本
の
法
量
]

縦

六
九
・
○
糎
/
横

六
八

・
五
糎

[銘
文
の
性
格
]

鐘
銘

[書
出
]

新
長
谷
寺

椎
鐘
威
力

十
方
施
主

漕
除
不
祥

皆
除
爽
難

心
中
所
願

決
定
成
就

[書
止
]

壇
波
羅
密
具
足
圓
満

文
永
元
年

〔甲
子
〕
七
月
十
五
日

当
寺
住
持
真
光

勧
進
沙
門
浄
佛

大
工
物
部
季
重

[奥
書
]

[年
紀
]

文
永
元
年

(
一
二六
四
)
七
月
十
五
日

[所
蔵
]

長
谷
寺

(神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
)

[備
考
]

(左
下
)
「昭
和
七
年
二
月
十

一
日
/
鎌
倉
長
谷
寺
」

【二
三
二
】

[外

題
」

〔
大
品

経
版
木

」

一
〇
五
-

ニ
九

a

[員
数

」

一
通

[時

代
]

鎌
倉

時
代

(文

応
二
年

一
二
六

一
)

[拓

本

の
法
量
]

縦

三
六

・
○
糎
/
横

四
九

・
○

(の
半
分
)
糎

[銘
文
の
性
格
]

版
木
奥
書

[書
出
]

後
見
人
可
念
仏
千
反

面

文
応
二
年
七
月

日

幸
口
之

是
故
設
摩
詞
術
興
空
等
須
菩
提
如
虚
空
非
可

(経
文
左
文
字
)

虚
空
非
闇
非
明
摩
詞
街
亦
如
是
非
闇
非
明
以

非
不
離
以
是
故
読
摩
詞
術
與
空
等
須
菩
提
如

[書
止
]

大
品
経

一
秩

七
巻

三
枚

[奥
書
]

[年
紀
]

文
応
二
年

(
一
二
六
一
)
七
月

日

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
三
三
】

[外
題
]

〔版
木
〕

一
〇
五
-

二
九
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

南
北
朝
時
代

(貞
治

二
年
一
三

六
三
)

n拓
本

の
法
量
]

縦

三
六

・
○
糎
/
横

四
九

・
○

(
の
半
分
)
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木
奥
書

[書
出

]

貞
治

二
年
十

一
月
十

日

清
浄
故

四
元
所
畏
清
浄
何

以
故
若

一
切
智
智

(経
文
左
文
字
)

断
故
善

現

一
切
智
智
故
口
界
清
浄

眠
界

清

浄
若

四
元
所
畏
清
浄
元

二
元

二
分

元
口
元

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

貞
治
二
年

(
一
三
六
三
)
十

一
月
十
日

[所
蔵
]

[備
考
]

二
三
二
号

の
左
半

分

の
裏

に
あ
り

【
二
三
四
】

[外
題
]

〔多

胡
碑
歌
碑
〕

一
〇
四
-

三
〇

「員
数
」

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代
後
期
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[拓
本

の
法
量
]

縦

一
三
八

・
七
糎
/
横

三
五

・
一
糎

[銘
文

の
性
格
]

歌
碑

[書
出
]

多
胡
碑
を
よ
め

る
陸
奥

出
羽
按
察
使
前
中
納
言
有
長

玉
か
く
は
書
物

の

口
か
み

つ
年
に

う

つ
も
れ
ぬ
な
ぞ

い
ま
そ
可
賀
家
久

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

群
馬
県
多
野
郡
吉
井
町
池

[備
考
]

頼
慮
浄
覚

忌
辰
井
所
載
先
亡
後
滅
之
霊
等

頼
源
光
阿

敬

貞
治
四
年
乙
巳
三
月
廿
八
日
弟
子
法
印
慈
秀

栄
秀
妙
空

白

教
阿
光
阿

出
離
生
死
証
大
菩
薩
乃
至
法
界

見
蓮
道
観

平
等
利
益
携

造
立
如
件

慶
救
敬白

教
阿
定
賢

[奥
書
]

[年
紀
]

貞
治

四
年

(
一
三
六
五
)
乙
巳
三
月
廿
八
日

[所
蔵

]

慈
光
寺

(埼
玉
県
比
企
郡
都
幾
川
村
)

[備
考

]
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【
二
三
五
】

「外
題
」

〔古
代

エ
ジ
プ
ト
碑
〕

一
〇
四
ー

三

一

[
員
数

」

一
通

[時
代
]

石
碑
銘

[拓
本

の
法
量
]

縦

六
九

・
七
糎
/
横

三
八

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

未
詳

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

未
詳

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
三
六
】

[外
題
」

埼
玉
県
慈
光
寺
板
碑

一
〇
四
-

三
二

[員
数

」

一
通

[時
代
]

南
北
朝
時
代

(貞
治

四
年
一
三

六

五
)

[拓
本

の
法
量
]
一
三

五

・
五
糎

/
横

六

八

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
碑

[書
出
]

[書
止
]

頼
憲
専
信

右
志
者
為
先
師
聖
霊

三
十

三
廻
之

頼
承
敬
白

【
二
三
七
】

[外

題
]

〔富
山
藩
邸
石
像
覆
堂
碑
文
〕一

〇
四
-

三
三

[員
数
]

一
通

[
時
代

]

江
戸
時
代

(天
保

四
年

一
八
三
三
)

[
拓
本

の
法

量
]

縦

六
七

・
二
糎

/
横

六
七

・
六
糎

[
銘
文

の
性
格

]

(石
像
覆
堂
記
念
碑
)

[書
出

]

江
戸
城
之
北
富
山
大
守
藩
邸

之
内
從
昔
相
傳
有
彫
石
之
像

不
知
由
来
蓋
此
千
載
之
奮
物

[書
止
]

君
命
畳

石
爲
基
而
安
置
像
並

勤
佛
名

且
営
堂
宇

以
覆
護
云

天
保
二
年

〔
癸
巳
〕

六
月

日
権
大
僧
都
法
印
行
智

[奥

書
]

[年
紀
]

天
保
四
年

癸
巳

(
一
八
三
三
)

六
月

日

[所
蔵
]

[備
考
]

(左

下
)
「
磯
貝

・
小
谷

・
斎

藤

ノ
三

学
兄

拓
之

/
昭

和

七
年

一
月

二
日

(略

)」



【
二
三
八
】

[外
題
]

〔大
品
経
板
木
〕

一
〇
四
-

三
四

[員
数
]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(正
中
二
年

一
三

二
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
六

・
三
糎
/
横

四
八

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
木

[書
出
]

正
仲
二
年
四
月
十
八
日

[書
止
]

大
品
経

三

十

[奥
書

]

[年
紀

]

正
中
二
年

(
一
三
二
五
)
四
月
十
八
日

[所
蔵
]

未
詳

[
備
考

]

【二
三
九
】

「外

題
」

〔
大
品
経
版
木

〕

一
〇
四
-

三
五

[員
数
]

一
通

[
時
代

]

A
鎌
倉

時
代

(元
応
二
年

一
三
二
〇
)

B
南
北
朝
時

代

(貞

治
二
年
一
三

六
三
)

[
拓
本

の
法

量
]

縦

三
七

・
三
糎
/
横

四
九

・
七
糎

[
銘
文

の
性

格
]

経
文

[書
出

]

A

「
大
品
経

一
秩

七
巻

三
板

」

「非

不
離

以
是

(略

)

(略
)

如
虚

空
非
可
」

(経
文
左
文
字
)

「

後
見

入
可
念

仏
千
反

面

〔元
力
〕

元
応

二
年

七
月

日

幸
口
之
」

B

「清
浄
若

四
元
所

(略

)

(略
)

以
故
若

一
切
智
智
」

(経
文
左
文
字
)

「
口
貞
治

二
年

十

一
月
四
日
」

[書
止

]

[奥
書

]

[年
紀

]

A
元
応

二
年

(
一
三
二
〇
)
七
月

日

B
貞
治

二
年

(
一
三
六
三
)
十

一
月
四
日

[所
蔵
]

[備
考
]

A

・
B
は
表
裏
に
あ
り

【
二
四
〇
】

[外
題
]

〔阿
蘇
西
厳
殿
寺
飾
金
具
〕

一
〇
四
-

三
六

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
四

・
七
糎
/
横

一
二

・
三
糎

[銘
文

の
性
格
]

飾
金
具
文
様

[書
出
]

(四
鈷
杵
文
様

・
転
法
輪
文
様
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

西
巌
殿
寺

(熊
本
県
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
)

[備
考
]

【
二
四
一
】

[外
題
]

〔多

賀
城
碑

〕

一
〇
四
-

三
七

[員
数
]

一
通

[時
代
]

奈
良
時
代

(天
平
宝
字
六
年

七
六
二
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
七
九

・
一
糎
/
横

九
七

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
碑

[書
出
]

多
賀
城

去
京

一
千
五
百
里

去
蝦
夷
国
界

一
百
廿
里

西

去
常

陸
国
界
四
百
十
二
里

去
下
野
国
界
二
百
七
十
四
里

去
蛛

輻
国
界
三
千
里

[書
止
]

(略
)

将
軍
藤
原
恵
美
朝

臣
朝

褐
修
造
也

天
平
宝
字
六
年

十
二
月

一
日
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[奥
書
]

[年
紀
]

天
平
宝
字
六
年

(七
六
二
)
十

二
月

一
日

[所
蔵
]

多
賀
城
跡

(宮
城
県
多
賀
城
市
)

[備
考
]

【
二
四

二
】

[外
題
]

〔板
碑
〕

一
〇
四
-

三
八

[員
数

」

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(弘
安
十
年

一
二
八
七
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
四
六

・
○
糎
/
横

六
七

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
碑

[書
出
]

三
十
余
人
合
力

(梵
字
)
弘
安
拾
年

〔丁
亥
〕

八
月

八
日

勧
進
西
阿
弥
随
佛

[書
止
]

[奥
書

]

[年

紀
]

弘
安

拾
年

(
一
二
八
七
)
〔
丁
亥

〕
八
月
八
日

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

「年
紀
」

元
禄
第
六
歳
次

(
一
六
九
三
)
昭
陽
作
[
春
三
月

[所
蔵
]

浅
草
寺

(東
京
都
台
東
区
)

[備
考

]

【
二
四
四
】

[外

題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
銘
〕

一
〇
四
-

四
〇
-

一

[員
数
]

一
通

[
時
代

]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年
七
七

一
)

[
拓
本

の
法

量
]

縦

八
九

・
○
糎

/
横

七

八

・
○
糎

[銘
文

の
性

格
]

鐘
銘

[書
出
]

聖
徳

王
神

鐘
之

銘

朝
散

大
夫

兼

太
子
朝

議

郎
翰

林
郎

金
弼
奥
奉

教

撰
」
夫
至
道
包
含
於
形
象
之
外
視
之
不
能
見
其
原
大
音
振
動
於
夫

地
之
」

間
聴
之
不
能

聞
其
響

(略

)

[書
止
]

(略
)
奉

聖
詔
貸
班
超
筆
随

陸
佐
之

言
述
其

願
旨
銘
記

干
鐘
也

[奥
書
]

翰
林
皇
書
生
大
奈

麻
金

符
碗
書

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔
七
七

一
〕
十
二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参

照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館

)

[備
考
]

二
四
四
号
～
二
五
四
号
は
同
じ
鐘
か
ら

の
採
拓
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【二
四
三
】

[外
題
」

〔浅
草
寺
碑
〕

一
〇
四
ー

三
九

「員
数
」

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(元
禄
六
年

一
九
六
三
)

[拓
本

の
法
量
]

縦
一
三

五

・
八
糎
/
横

六
八

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

供
養
碑
か

[書
出
]

武
蔵
之
州
浅
草
之
川
遠
出
乎
源
進
注
乎
海
大
悲

為
霊
境
亦
巳
尚
　
然
恣
事
釣
漁
天
傷
水
族
寛
苦
之

惟
霊
利
数
離

回
禄
蓋
以
大
悲
為
此
有
所
不
安
也
幸
遇

(略
)

[書
止
]

[奥
書
]

元
禄
第

六
歳
次
昭
陽
作
口
春

三
月
武
州
豊
嶋
郡
金
龍
山
浅
草
寺

【
二
四
五
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
銘
〕

一
〇
四
-

四
〇
1

二

[
員
数
]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七

一
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

八
九

・
一
糎
/
横

七
九

・
一
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
銘

[書

出
]

紫
口

口
口

口
口
口
口

口
河

口
口

口
口
口
口

東
口
口
上

衆

仙
口

口
」

(略
)

[書

止
]

(略
)
永
是
口
福

恒
恒
口
重

[奥
書

]

口
林
郎
口
口
金
弼
口
口

詔
撰

(略
)

[年

紀
]

大
暦

六
年

(七
七

一
)
十

二
月
十

四
日

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)



[備
考
]

二
四
四
号
に
続
く

【
二
四
六
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
銘
〕

一
〇
四
-

四
〇
1
三

[員
数
]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七
一
）

[拓
本

の
法
量
]

縦

八
九

・
○
糎
/
横

七
八

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
銘

[書
出
]

二
四
五
号
参
照

[書
止
]

[奥

書
]

[年
紀
]

大
暦
六
年

(七
七

一
)
十

二
月
十
四
日

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

二
四
五
号
と
同
拓
本

【
二
四
七
】

[外
題
」

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
-

一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七

一
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
一
八

・
五
糎
/
横

七
九

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(飛
天
像
)

[書
止
]

[奥

書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

こ

十

二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参

照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

【
二
四
八
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
ー

二

[員
数
]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七
一
）

[拓
本

の
法
量
]

縦
一
一

八

・
五
糎
/
横

七
九

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(飛
天
像
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七
一
〕

十

二
月
十
四
日
)

(
二
四
二
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

二
四
七
号
と
同
拓
本

【
二
四
九

】

「外
題
」

[新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
-

三

[
員
数

]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七
一
）

[拓
本

の
法
量
]

縦

七
九

・
五
糎
/
横

三
五

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(中
帯
唐
草
文
様

左
端

に
撞
座
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十

二
月
十

四
日
)

(
二
四
五
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

【
二
五
〇
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
-

四

[員
数
]

一
通

[時
代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七

一
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

七
九

・
○
糎
/
横

三
五

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(中
帯
唐
草
文
様

左
端

に
撞
座
)

[書
止
]

241



[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十

二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

二
四
九
号
と
同
拓
本

【
二
五

一
】

[外
題

]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
ー
四

一
-

五

[員
数
]

一
通

[時
代
]

新

羅
時
代

(大
暦

六
年

七
七
一
）

[拓

本

の
法

量
]

縦

四
三

・
○
糎
/
横

二
四

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書

出
]

(撞
座
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十

二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
）

[備
考
]

【
二
五
二
】

[外
題
]

〔薪
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
-

六

[員
数
]

一
通

[時
代

]

新

羅
時

代

(大
暦

六
年

七
七

一
)

[拓
本

の
法

量
]

縦

三
五

・
五
糎
/
横

二
四

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(撞
座
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十

二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

【
二
五
三
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-

四

一
ー

七

[員
数
]

一
通

[時
代

]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七

一
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
九

・
六
糎

/
横

七
九

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(中
帯
唐

草
文
様
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十
二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参
照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

【
二
五
四
】

[外
題
]

〔新
羅
聖
徳
王
鐘
文
様
〕

一
〇
四
-
四

一
-

八

[員
数

]

一
通

[時

代
]

新
羅
時
代

(大
暦
六
年

七
七

一
)

[拓

本

の
法
量
]

縦

二
九

・
六
糎

/
横

七
九

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

鐘
文
様

[書
出
]

(中
帯
唐
草

文
様
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(大
暦
六
年

〔七
七

一
〕
十
二
月
十
四
日
)

(二
四
五
号
参

照
)

[所
蔵
]

韓
国
慶
州

(国
立
慶
州
博
物
館
)

[備
考
]

二
五
三
号
と
同
拓
本

【
二
五
五
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
瞳
〕

一
〇
四
-

四
ニ
ー

一

[員
数
]

一
通

[時
代

]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇

八

・
○
糎
/
横

三
三

・
六
糎
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[銘
文

の
性
格
]

石
橦
文
様

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

(第

1
面
)

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔
八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

二
五
五
号
～

二
六

五
号

は
同
じ

石
瞳

か
ら

の
採
拓

【
二
五
六
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
瞳
〕

一
〇
四
ー

四

ニ
ー

二

a

[員
数

]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
八

・
○
糎
/
横

三
三

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
橦
銘

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

(第

2
面
)

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

【
二
五
七
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
橦
〕

一
〇
四
-

四
二
ー

二
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
八

・
○
糎
/
横

三
三

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
瞳
銘

[書

出
]

一
〇
四
ー

四

ニ
ー

二

a
に
同
じ

[書

止
]

[奥

書
]

(第

2
面
)

[年

紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳

王
十
年

〔
八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市

川
北
面
龍

江
里
)

[備
考
]

二
五
六
号

と
同
拓

本

(第

2
面
)

【二
五
八
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
瞳
〕

一
〇
四
-
四
二
ー
一、一
a

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統
一
新
羅
時
代

[拓
本
の
法
量
]

縦

一
〇
八
・
○
糎
/
横

三
三
・
八
糎

[銘
文
の
性
格
]

石
瞳
銘

[書
出
]

呼
奈
何
天
下
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
子
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
食
口
口
口
口
口
口
口
口
所
計
口
口
大
意
古
人
口
言
口

問
蓋
口
ロ
ロ
ロ
ロ
君
即
口
口
昔
日
小
兇
非
口
所
能
猷
敬
日
口
口
口

口
口
口
可
口
口
乎
ロ
ロ
ロ
圏
口
口
如
白
口
子
如
是
量
非
是
乎
口
口

[書
止
]

天
下
佛
教
流
行
口
動
之
類
ロ
ロ
ロ
ロ
國
豊
民
安
可
通
三
韓
口
口
四

海
猷
日
口
列
臣
圏
固
聞
秘
計
口
口
口
口
北
西
之
兵
恒
以
四
口
ロ
ロ

ロ
ロ
予
聞
是
已
口
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
爲
権
猷
日
口
ロ
ロ

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八
一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

第
3
面

【
二
五
九

】

[列
題
」

〔慶
州
栢
栗
寺
石
瞳
〕

一
〇
四
ー

四

ニ
ー

三
b

[員
数
]

一
通

[時
代

]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇

八

・
○
糎
/
横

三
三

・
九
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
瞳
銘

[書
出

]

(二
五
八
号
と
同
じ
)

[書
止

]
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[奥
書

]

[年

紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

二
五
八
号
と
同
拓
本

【二六
〇
】

[外
題
」

〔慶
州
栢
栗
寺
石
瞳
」

一
〇
四
-
四
二
ー
四
a

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本
の
法
量
]

縦

一
〇
八
・
○
糎
/
横

三
三
・
五
糎

[銘
文
の
性
格
]

石
瞳
銘

[書
出
]

君
臣
語
謳
而
故
謬
口
口
吾
頸
臣
民
靡
慨
口
敢
違
命
君
日
難
有
此
口

量
敢
口
於
無
口
之
命
獣
日
天
下
之
口
無
口
於
口
佛
子
之
口
無
口
口

死
口
口
錐
死
佛
法
流
行
口
此
小
口
口
君
口
小
忘
大
可
口
口
口
ロ
ロ

則
怪
然
歎
獣
日
口
是
布
衣
口
懐
口
口
口
口
在
民
心
口
口
王
口
口
口

[書
止
]

第
是
口
若
如
是
者
可
謂
大
士
乎
王
之
口
口
口
口
必
然
口
口
衣
口
口

於
路
寝
侃
劔
之
士
備
於
四
方
口
口
口
臣
口
口
則
口
北
面
而
口
王
乃

問
日
臣
等
於
吾
以
信
佛
法
欲
建
塔
口
故
口
纂
賊
諸
臣
口
拝
口
口
口

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔
八
一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

【
二
六

一
】

[
外
題
」

〔
慶
州

栢
栗
寺

石
瞳

」

一
〇
四
ー
四

ニ
ー

四
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

糎
/
横

糎

[銘
文

の
性
格
]

石
瞳
銘

「書
出
」
（

ニ
六
〇

号
と
同
じ

〕

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵

]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考

]

二
六

〇
号
と
同
拓
本

【二
六
二
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺

石
瞳
〕

一
〇
四
-
四

ニ
ー
五

a

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
八

・
三
糎

/
横

三
三

・
七
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
瞳

銘

[書
出
]

日
臣
團
囮
無
圓
圏
圃
口
若
圃
口
口
口
口
口
盟
王
召
口
口
口
口
口
口

團
圏
王
口
圖
司
口
圓
猷
子
口
口
口
口
囲
國
北
面
口
口
口
口
口
口
口

口
口
圓
口
口
圖
長
國
命
彼
時
團
固
白
乳

一
丈
口
口
國
口
口
口
口
口

(邊
×先
)

(佛
V

地
圃
因
國
口
口
口
口
動
殖
不
口
口
口
口
口
口
口
口
足
口
口
ロ
ロ
ロ

バ後
)

[書
止
]

屍
北
団
口
口
西
山
彼
法
興
王
口
口
口
口
十
五
乙
未
年
口
口
口
口
口

(宴
)

永
園
口
團
丙
午
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
便
旋
至
口
口
口
口
口
口

口
口
中
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
但
口
口
人
家
口
口
口

(捨
)

[奥
書

]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔
八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市

川
北
面
龍
江

里
)

[備
考
]

第

5
面
。

【
二
六
三
】

[外
題
」

〔慶

州
栢
栗

寺
石
幡

」

一
〇
四
-

四
二
ー

五
b

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
七

・
六
糎
/
横

三
三

・
七
糎
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[銘
文

の
性
格
」

石
瞳
銘

[書
出
]

(
二
六

二
号
と
同
じ
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

第

5
面
。

二
六

二
号
と
同
拓
本

【二
六
四
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
憧
〕

一
〇
四
-
四
ニ
ー
六
a

[員
数
]

一
通

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

[拓
本
の
法
量
]

縦

一
〇
八

・
○
糎
/
横

三
三

・
六
糎

[銘
文
の
性
格
]

石
瞳
銘

[書
出
]

口
口
口
口
如
夢
口
魂
口
封
日
口
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
王
白
建
口
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
王
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
魂
聞
之
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
訳
日
子
写
余
口
口
口
口
口
口
ロ
ロ
ロ
乎
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

魂
日
口
教
爲
口
口
口
口
口
口
生
口
口
到
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

[書
止
]

与
其
口
命
口
比
口
醜
聞
口
法
口
歎
日
口
聞
口
口
口
口
口
口
口
口
口

企
口
口
口
口
口
口
口
口
國
口
口
口
口
口
口
法
王
繹
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

【
二
六
五
】

[外
題
]

〔慶
州
栢
栗
寺
石
橦
〕

[時
代
]

統

一
新
羅
時
代

一
〇
四
ー

四
二
i

六
b

[員
数
]

一
通

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
〇
七

・
九
糎
/
横

三
三

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
瞳
銘

[書
出
]

(
二
六
四
号
と
同
じ
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

(推
定
新
羅
憲
徳
王
十
年

〔八

一
八
〕
戊
戌
)

[所
蔵
]

栢
栗
寺

(慶
州
市
川
北
面
龍
江
里
)

[備
考
]

二
六

四
号
と
同
拓
本

【
二
六
六
】

[外
題
]

〔経
典
版
木
〕

一
〇
四
-

四
三

[員
数

]

一
通

[時
代
]

南
北
朝
時
代

(貞
治
六
年

一
三
六
七
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

八
九

・
五
糎
/
横

三
三

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木

[書
出
]

「

興
福
寺

貞
治
六
未
十

一
月
廿
日
」

「
四
正
新
神
足

五
根
五

力
七
寺
覚
支

入
正
道

法
彼
不
触
伝
佛
言
甜
不
服
主
上
金
住
不
能
往
」

(経
文
左
文
字
)

[書
止
]

「取
有
生
老
死
愁
歎
苦
憂
拙
元
所
有
以
内
空
故

舎
利
子
元
賜
無
所
有
行
職
名
色
六
処
鰐
受
愛
」

(経
文
左
文
字
)

「

初
百
内

五
峡

一
巻

七
春
」

[奥
書
]

[年
紀
]

貞
治
六

(
一
三
六
七
)
未
十

一
月
廿
日

[所
蔵
]

興
福
寺

(奈
良
市
)

[備
考
]

【
二
六
七

】

[外
題
]

〔勝
燧
教
版
木
〕

一
〇
四
-

四
四

[員
数

]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(文
永
三
年

一
二
六
六
)
)
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[拓
本

の
法
量
]

縦

三
三

・
二
糎
/
横

六
八

・
九
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木

[書
出
]

文
永
三
年

〔丙
寅
〕
四
月
日
彫
之

菩
提
寺
比
丘
謹
圓

[書
止
]

[奥
書
]

勝
鍵
経

(花
押
)

[年
紀
]

文
永

三
年

(
一
二
六
六
)

〔丙
寅
〕

四
月

日

[所
蔵
]

[備
考

]

【
二
六
八
】

[外

題
]

〔成

唯
識
論
述
記
版
木

〕

一
〇
四
ー

四
五

[員
数
]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(建
久

六
年
一
一

九
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
三

・
一
糎
/
横

六
八

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木

〔卜
七
枚
〕

[書
出
]

述
記
九
本

一
巻
摸
板
口
口
口
口
口
講
本

承
士
之
切
所
雛
進
也
尖

建
久
六
年

〔乙
卯
〕
八
月
廿
九
日

僧
尭
盛

[書
止
]

本

[奥
書
]

成
唯
識
論
述
記
巻
第
九

(板
経
尾
題
)

(左
文
字
)

[年
紀
]

建
久

六
年

(
一
一
九

五
)

〔
乙
卯
〕
八
月
廿
九

日

[所
蔵
]

興
福
寺

(奈
良
市
)

[備
考

]

春

日
版

【二
六
九
】

[外
題
]

〔
成
唯
識
論

述
記
版
木
刷

本
〕

一
〇
四
-
番
外

一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
九

・
○
糎
/
横

二
九

・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木

ド　
セ
な
　

[書
出
]

述
記
九
本

一
巻
模
板
口
口
口
邦
口
講
本
」
」

叢
士
之
功
所
雛
進
也
　
」

建
久
六
年

〔乙
卯
〕
八
月
廿
九
日

口
尭
口
」

本

[書
止
]

「成
唯
識
論
述
記
巻
第
九

(左
文
字
)
」

「
口
口
饒
封
法
弗
十

二
別
抄
有
異
鷹
取
解
之

口
繁

父
今
此
論
中
略
ポ
ロ
要
然
此
等
並
収
諸
経
論
蓋
口

蕩
乃
至
十

二
口
口

(略
)

(左
文
字
)
」

(半
分
欠
　

[奥

書
]

田
村
鉄
之
助
製
版

(活
字
印
刷
)

[年
紀
]

建
久
六
年

(
一
一
九

五
)
〔
乙
卯
〕

八
月

廿
九

日

[所
蔵
]

興
福
寺

(奈
良
市

)

[備
考
]

刷
り
見
本
か

二
六
八
号
に
版
木

拓
本

あ
り

【
二
七
〇
】

[外
題
]

〔大
般
若
波
羅
蜜
多

経
版
木
刷
本
〕

一
〇
四
ー
番
外

二

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
七

・
○
糎
/
横

六
〇

・
七
糎

[銘
文

の
性
格
]

版
木

〔大
〕

[書
出
]

口
般
若
波
羅
密
多
経
巻
第
二

三
蔵
法
師
玄
突
奉

詔
課

初
分
縁
起
品
第

一
之
二

[書
止
]

如
口
及
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
口
庶
口
口

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

[備
考
]

版
木
の
刷
本

【
二
七

一
】

[外
題
」

〔維
摩
詰
経
巻
下
版
木
〕

一
〇
四
-

四
六

「
員
数
」

一
遮

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(文
永
四
年

一
二
六
七
)
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[拓
本
の
注
量
」

細

匹
九

.
五
糎
/
横

三
三
.
五
糎

[銘
文
の
性
格
]

版
木

[書
出
]

維
経
下
八文

永
四
年

〔歳
次
丁
卯
〕
四
月
九
日
於
東
大
寺
教
写
之
筆
師
[

恵

維
摩
詰
経
巻
下

[書
止
]

在
在
処
処
城
邑
聚
落
山
林
広
野
有
是
経
巻
読

説
法
者
合
得
是
経
傘
時
四
天
王
百
佛
言
世
尊

流
布
阿
口
口
口
三
口
三
口
口
口
口
口
口
口
詰

(左
文
字
)

[奥
書
]

[年
紀
]

文
永
四
年

(
一
二
六
七
)
〔歳
次
丁
卯
〕
四
月
九
日

[所
蔵
]

[備
考
]

【二
七
二
】

[外
題
]

〔維
摩
詰
経
巻
上
版
木
〕

一
〇
四
-
四
七

[員
数
]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(文
永
四
年

一
二
六
七
)

[拓
本
の
法
量
]

縦

三
三
・
二
糎
/
横

四
九

・
○
糎

[銘
文
の
性
格
]

版
木

[書
出
]

入
持

一
分
奉
彼
難
勝
如
来

一
切
衆
会
皆
見
光

明
国
土
難
勝
如
来
又
見
珠
理
在
彼
佛
上
変
成

四
柱
宝
台
四
面
厳
錺
不
相
郵
幣
時
維
摩
詰
経

(経
文
左
文
字
)

[書
止
]

顧
光
出
夢
野
悉
賢
入
覚
林

干
時
文
永
二
二
年

〔歳
次
丁
卯
〕
三
月
七
日

東
大
寺
真
言
院
住
持

沙
門
聖
守

[奥
書
]

[年
紀
]

文
永
二
二
年

(
一
二
六
七
)
〔歳
次
丁
卯
〕
三
月
七
日

[所
蔵
]

[備
考
]

【
二
七
三
】

[外
題
]

〔大
般
若
波
羅
密
経
版
木
〕

一
〇
四
ー

四
八

[員
数
]

一
通

[時

代
]

室

町
時
代

(応
永

八
年

一
四
〇

一
)

[拓

本

の
法

量
]

縦

三
〇

・
○
糎

/
横

八
九

・
○
糎

[銘
文

の
性

格
]

版
木

[書

出
]

「
興
福
寺

　
永

八
二
月

日
」

[
]
波
羅
蜜
経
口
口
第

八

僧
猷
賢

口口
意

識
放
學

(略
)

(略

)
元
諸
菩
薩
如

(経
文
左
文
字
)

[書

止
]

六
百
内

十
峡

入
巻

[奥
書

]

[年

紀
]

　
永
八

(
一
四
〇

一
)
二
月

日

[所
蔵
]

興
福
寺

(奈
良
市
)

カ

[備
考
]

【
二
七
四
】

[外
題
]

〔
仏
足

石
〕

一
〇
四
-
四
九

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

七
三

・
三
糎
/
横

九

五

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

仏
足
石

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

[備
考
]

二
七
四
号
以
降

一
括

(表
書

)
「
ワ
カ
ラ

ヌ
モ
ノ
」

(鉛
筆

)
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【
二
七
五
】

[外
題
]

〔板
碑
〕

一
〇
四
-

五
〇

[員
数
]

一
通

[時
代
]

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
二
九

・
七
糎
/
横

六
七

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
碑

[書
出
]

H
]
右
志
者
口

四
口
山
三
口

口

(浄
瓶
)

四

男
女

二
子
為

一
口
口

口
]

四
佛

現
世
[

口
目

口
口
圓
坊

[書
止
]

[奥
書

]

[年

紀
]

な
し

[所

蔵
]

[備
考
]

【
二
七
六
】

[外
題
]

阿
波
国
石
井
村
綿

打
橋
橋
石

一
〇
四
-

五

一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

室
町
時
代

(正
平

二
十
年

一
三
六
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

五
七

・
八
糎
/
横

一
七

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

橋
石
銘

[書
出
]

正
平
廿
年
壬

二

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀

]

正
平
廿
年

(
一
三
六
五
)
壬

二

[所
蔵

]

[
備
考

]

【二
七
七
】

[外
題
]

〔寛
永
十

一
年

銘
碑

〕

一
〇
四
-
五

二

[員
数
]

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代

(寛
永
十

一
年

一
六
三
四
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

一
二
八

・
○
糎
/
横

六
七

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

仏
教
関
係
碑

[書
出

]

口
口
口
口
口
口
口
口敬

(梵
字
)
口
口
口
以
口
口
口
口
為
者
口

白

寛
永
十

一
年
拾
月
十

二

[書

止
]

[奥
書

]

[年
紀
]

寛
永
十

一
年

(
一
六
三
四
)
拾
月
十

二

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
七
八
】

[外
題
]

〔弘
安
六
年
銘
板

碑
〕

一
〇
四
-

五
三

[員
数
]

一
通

[時
代
]

鎌
倉
時
代

(弘
安

六
年

一
二
八
三
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

六
五

・
四
糎
/
横

六
七

・
八
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
碑
か

[書
出
]

ロ
ロ

三
ロ
ロ
奉

口
口
口
白

[書
止
]

[
H

]

弘
安
未
十

一

勧
進

寺

[奥
書

]

[年

紀
]

弘
安
未

(六
)
年

(
一
二
八
三
)
十

一

[所
蔵
]

[備
考
]

裏
右
下
墨
書

「
大
正
十

四
年
歎

/
口
装
河
北
新
報
」
と
あ

り

(黒
板

勝
美

氏
筆

)
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【
二
七
九
】

[外
題
]

〔繹
迦
牟
尼
造
像
銘
〕

一
〇
四
-

五
四

[員
数
」

一
通

[時
代
]

北
魏
時
代

(景
明

四
年

五
〇
三
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
五
糎
/
横

一
二
三
糎

[銘
文

の
性
格

]

造
像
銘

(繹
迦
　
尼
像

一
医
)

[書
出

]

景
明
四
年
十
月

七
日
廣

川
王
祖

母
大
妃
侯
自

以

流
暦
弥
劫
於
法

(略
)

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

景
明

四
年

(五
〇
三
)
十
月
七

日

[所
蔵
]

[備
考
]

【二
八
〇
】

[外

題
]

〔
北
魏
造
像
銘
〕

一
〇

四
-
五
五

[員
数
」

一
通

[時

代
]

北
魏
時
代

(景

明
三
年

五
〇
二
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

五
二

・
五
糎

/
横

三
六

.
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

造
像
銘

[書
出
]

景
明
三
年
五
月
廿
日
邑
主
高
樹
維
那

解
伯
都
廿

二
人
等
造
石
像

一
画
願
元
世

父
母
及
現
世
春
属
来
身
神
騰
九
空
口

[書
止
]

来
英
芝
蓋
定
王
張
定
光
高
南
征
高
曇

仔
高
副
高
洛
称
楊
洪
伯
高
思
順
郡
通

生
高
弥
保
孫
山
起
蒔
文
達
高
天
生

[奥
書
]

[年
紀
]

景
明

三
年

(
五
〇
二
)

五
月
廿

日

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
八
一
】

[外

題
」

[某
石
碑
」

一
〇
四
-

五
七

[員
数

」

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
三

・
○
糎

/
横

五
〇

・
五
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
碑

[書
出
]

口

]
昭
而
著
其

口
]
固
可
厭
悪
伏

洪
運
仁

口
猶
如
新
成
因
立

[書
止
]

〕
哉
好
主
之
大
徳

可
従
而
知
画
優
愚

同
然

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
八
二
】

[外
題
]

〔備
前

守
藤
原
秀

英
銘
〕

一
〇
四
-

五
八

[員
数
]

一
通

[時
代
]

江
戸
時
代
力

[拓
本

の
法
量
]

縦

九
八

・
九
糎
/
横

二
九

・
三
糎

[銘
文

の
性
格
]

[書

出
]

園
田

監
事

備
前
守
従

五
位
下
藤
原
秀
英
」

[書

止
]

[奥

書
]

[年
紀
]

な
し
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[所
蔵
」

[備
考
]

「後

二
抑

々
可
取
調
之
事
」

【
二
八
三
】

[外

題
]

〔某
拓
本
〕

一
〇
四
-

五
九

[員
数
]

二

[時
代

]

未
詳

[拓
本

の
法
量

]

A
縦

一
七

五

・
○
糎

/
横

三

一
・
七
糎

B
縦

一
五
〇

・
一
糎
/
横

二
四

・
二
糎

[銘
文

の
性
格
]

未
詳

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な

し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

(裏
左

下
墨
書
)

「
日
光
旅
行

の
際

の
モ
ノ
」

[年

紀
]

神
亀

三
年

(五
二
〇
)

三
月
廿

日

[所
蔵
]

未
詳

[備
考

]

【
二
八
五
】

[外
題
]

〔鏡

・
櫛

・
硯
拓
本
〕

一
〇
四
ー
六

一
-

一

[員
数
]

一
通

[時
代
]

未
詳

[
拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
・
○
糎

[
銘
文

の
性
格
]

鏡
背
鏡
面
拓
本

[書
出

]

[書
止

]

[奥
書

]

[年
紀

]

な
し

[所
蔵

]

未
詳

[
備
考

]

二
八
五
号
～

二
九

〇
号

は

一
連

の
拓
本
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【
二
八
四
】

[外
題
]

〔北
魏
造
像
銘
〕

一
〇
四
ー

六
〇

[員
数

]

一
通

[時
代
]

北
魏
時
代

(神
亀
三
年

五
二
〇
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

五
三

・
○
糎
/
横

三
五

・
九
糎

[銘
文

の
性
格
]

造
像
銘

[書
出
]

大
魏
神
亀

三
年
三
月
廿

日
比

丘
尼
慈
香
慧
政
造
口

一
匠
記

々
夫
容
覧
廓
虚
非

(略
)

[書
止
]

(略
)

逮
口
口
口
含
閏
法
界
口
口

澤
撮
石
成
真
[
H

]

 及
三
従
敢
同
斯
拙

[奥
書
]

【
二
八
六
】

[外
題
]

〔鏡

・
櫛

・
硯
拓
本
〕

一
〇
四
ー

六

一
ー

二

[員
数
]

一
通

[
時
代

]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鏡
背
鏡
面
拓
本

[書
出

]

[書
止

]

[奥
書

]

[年
紀

]

な
し

[所
蔵

]

未
詳

[備
考

]

【
二
八
七
】

[外
題
」

[鏡

・
櫛

・
硯
拓
本
〕

一
〇
四
-

六

一
ー

三

[員
数

]

一
通

[時
代

]

未
詳



[拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
.
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

鏡
背
鏡
面

・
櫛
拓
本

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書

]

[年
紀

]

な
し

[
所
蔵

]

未
詳

[備
考
]

【
二
八
八
】

「
外
題
」

「鏡

.
櫛

・
硯
拓
本
」

一
〇
匹
ー
六

一
-

匹

[員
数

」

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

櫛

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所

蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
八
九
】

「
外
題
」

[鏡
・

櫛

.
碩
拓

本
」

一
〇
匹
ー
六

一
-

五

[
員
数
」

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

櫛
拓
本

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【二
九
〇
】

[
外
題
」
〔

鏡

.
櫛

.
硯
拓
本
」

一
〇
匹
-
六

一
ー

六

「員
数

」

一
通

[時
代
]

未
詳

[拓
本

の
法
量
]

縦

二
八

・
○
糎
/
横

四

一
・
○
糎

[銘
文

の
性
格
]

硯

[書
出
]

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

未
詳

[備
考
]

【
二
九
一
】

[外

題
]

〔筑
前
天
拝
山
菅
公
衣
掛
岩
詩
碑
〕

一
〇
四
-
六

二

[員
数
]

一
通

[時
代
]

南
北
朝
時
代

(正
平

二
十
年
一
三

六
五
)

[拓
本

の
法
量
]

縦

三
四

・
一
糎

/
横

四
五

・
六
糎

[銘
文

の
性
格
]

石
碑

銘

[書
出
]

天
判
峯
頭
仰
波
蒼

願
心
成
満
放
威
兄

御
衣
薫
石
愛
為
口

五
百
年
来
流
水
香

(略
)

[書
止
]

(略
)

駆
尊
二
十
年

〔寵

聾

尋

吾

L

口
主
権
大
僧
都
信
口
口
口
」

[奥
書
]
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[年
紀

]

正
平
二
十
年

(
一
三
六
五
)
〔
乙
巳
〕
二
月
廿

五
日

[所
蔵
]

武
蔵
寺

(福
岡
県
太
宰
府
市

)

[備
考

]
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【二
九
二
】

[外
題
]

〔室
生
寺
板
碑

銘
〕

一
〇
四
ー
六
三

[員
数
]

一
通

[時
代
]

不
明

[拓
本

の
法
量
]

縦

九
二

・
二
糎
/
横

二
三

・
四
糎

[銘
文

の
性
格
]

板
碑

[書
出
]

(梵
字
)

大
界
外
相

[書
止
]

[奥
書
]

[年
紀
]

な
し

[所
蔵
]

室
生
寺

(奈

良
県
宇
陀
郡
宝

生
村
)

[備
考
]

「
大
和
室
生
寺

/
大
正
十
三

・
十

一
・
二
拓
」

[付
記
]

目
録

の
凡
例
は
、
本
誌
創
刊
号

「東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
架
蔵
拓
本
目

録
」
に
准
じ
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査

へ
の
参
加
者

・
協
力
者
は
、
研
究
室
教
官
の
佐
藤
信

・
鐘

江
広
之

(現
弘
前
大
学
)、
研
修
教
員
の
倉
本

一
宏

(現
駒
沢
女
子
大
学
)、
大
学

院
生
の
朴
昔
順

・
三
上
喜
孝

(現
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
・
須
原
祥
二

(現

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
・
飯
田
剛
彦

・
野
尻
忠

・
馬
場
基

・
新
井
重
行

・
南

部
み
ど
り

・
宗
洗
範

・
有
富
純
也

・
前

田
慶

一
・
稲
田
奈
津
子
、
研
究
室
副
手
の

伊
藤

(関
)
陽
子

・
堀
井
典
子
で
あ
る
。


